
それは真理の継承と変化の受容が同時に起こ
る学問の進歩を追体験し、先人たちが示した
光輝ある道標に導かれつつ、生命医科学の未
来を探訪する旅である。

アルコール生命医科学研究の軌跡をたどること、

Ronald G Thurman 
(Nov 25, 1941- July 14, 2001)

Charles S Lieber
(Feb 13, 1931 – Mar 1, 2009)

石井裕正
(Apr 29, 1938- May 31, 2010)

写真提供：加藤眞三先生、堀江義則先生
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米国アカデミアが注目する
アルコール生命医科学の次世代テーマ

1. 代謝再プログラミングと細胞の運命

2. 細胞系統の遺伝子学的追跡

3. 形態形成物質モルフォゲンの役割

4. システム生物学

5. 腸内細菌叢

6. アルコール性肝炎と全身の炎症惹起

7. 時計遺伝子

8. アルコール性臓器障害の世代間伝播

生命医科学の未来を拓く最先端キーワード群！

提供：南カリフォルニア大学アルコールセンター塚本秀和教授
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新しい知見により健康に貢献する

米国国立アルコール乱用/依存症研究所 (NIAAA)
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NIAAAの年間予算

$459,833,000＝約570億円!

科学研究費

わが国：おそらく全部合わせても<１億円
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アルコール健康障害対策基本法

基本法はプログラム法とも呼ばれ、対策への道筋をつける法
律である。基本法によって、国の理念が明文化されることは、
５つの効果を生む。

１ 戦略を打ち立てることができる
２ 最低基準がつくられる
３ 予算が確保しやすくなる
４ 関係者の協議の場が設定しやすくなる
５ 関連する法令等を見直す機会になる

大曽根寛先生
（放送大学教授・福祉政策・社会保障法）

17



アルコール医科学

基礎系、社会医学、臨床医学系研究者の人材養成

研究費の確保、継続的支援

国際貢献と競争力の向上

生命医科学諸分野への波及・展開

アルコール医学の推進を通じた社会還元

情報収集と啓発活動

臨床医・産業医の意識改革とスキル向上

性差医学の推進

Harm reductionへの展開

日本版NIAAA設立を希求

アルコール医学・生命医科学の推進
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